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自序

和歌，古称倭歌，用以指称日本古来自有的诗歌，区别于外来诗歌形式汉诗。在万叶时代，它本是长歌、短歌、旋头歌、片歌的总称，后来渐次演化为短歌的别名，专以指称“三十一文字”。唯现代人所作之三十一文字，多径以短歌称之，和歌遂成了古典短歌的代名词。

书中所收的，多半系我在翻译各类日文著作中遭遇到的和歌，约30首左右，弃之可惜，遂又选译了21首心仪的名篇，颇类《离骚》里说的“朝饮木兰之坠露兮，夕餐秋菊之落英”，收罗的都是自然而然掉落手中的东西，故名之谓《饮露餐英集》。

译和歌，我经历过一个由五绝渐向长短句移行的过程。起初是学习吾师杨烈先生，他曾将《古今和歌集》悉数以五绝形式译出，理由似乎有二：一是主张以古译古，二是以字数相近。这，其实也是他们那一辈译诗家相对共通的认识。

以古译古，我是赞成的，否则不易体现出古典诗与现代诗的区别。故而我主张译和歌，遣词用字必须用诗语韵语古语，尽量避免现代词汇——因为古人想必是用不来现代语汇的。而我之所以渐渐由五绝转向长短句，也有两个理由：一是拘泥于五句二十字，每每会导致信息传达时的非合理增量；二是就形态而言，五绝尚不足以与短歌对应，于“形似”上，似乎尚输一筹，因短歌句式为5·7·5·7·7，长短错落，而五绝的句式则太过规整划一。

似有人主张亦步亦趋效仿原作句式：彼既是5·7·5·7·7，我也译作5·7·5·7·7。然则如此一来，就不再是“形似”了，而是完全一致，一般无二。看似完美，然则有一大弊病，即，增量传达在所难免，而且只怕所增的量，远远要超出合理范围。

既云形似，则我以为，能够使读者意识到原文句式有长有短即足矣，至于具体行数字数，无需过于拘泥，更何况和歌其实也每每存在所谓“字余り
 ”“字足らず
 ”，也非一味地墨守成规；而译诗更须讲究韵味与意境，至于形式，兼顾即可，不必拘束，以致自缚手足，因辞害意。总之，“形似”便好，毋须强求一致。

正因为对诗型的思考相对自由灵活，故五绝的形式，至今我仍偶一为之，并不排斥。一句话：意境为先，韵味次之，兼顾形态。这便是目下我对和歌汉译的主张。

愿这本书能够抛砖引玉，给读者带来阅读的欣悦，给学者带来思索与批判的线索。

小炜谨识

2017年4月6日于安得堂



1　大伴旅人一首


妹いも

 と来こ

 し


敏馬みぬめ

 の崎さき

 を


帰かえ

 るさに

ひとりし見み

 れば


涙なみだ

 ぐましも

* * * * *

偕妹来时，

曾同看，敏马崎。

今吾独自归，

见此崎依旧，

禁不住，双泪垂。


おおとものたびと
 （665—731）　著名歌人，《万叶集》收其作品78首，《古今和歌集》等所谓敕撰和歌集收录13首，亦有汉诗传世。728年任太宰帅，携妻大伴郎女赴任，郎女死于任地。730年获任大纳言返京，途径敏马崎，怀念亡妻，遂有此作。



2　大伴家持一首

かささぎの


渡わた

 せる橋はし

 に


置お

 く霜しも

 の


白しろ

 きを見み

 れば


夜よ

 ぞ更ふ

 けにける

* * * * *

乌鹊桥成，

渡双星。

遥见梨霜白，

夜入深更。


おおとものやかもち
 （718—785）　日本最古老的和歌集《万叶集》收其长短歌473首，超过总数十分之一，因此被目为万叶编纂者。官任中纳言。其父大伴旅人亦系著名歌人。



3　大伴家持又一首


春はる

 の苑その




紅くれない

 にほふ


桃もも

 の花はな




下した

 照で

 る道みち

 に


出い

 で立た

 つ娘子おとめ



* * * * *

春苑，

红香晱艳，

佳人孑立桃花下，

霞照幽径灿熳。



4　大伴家持再一首


春はる

 の野の

 に


霞かすみ

 たなびき

うらがなし

この夕影ゆうかげ

 に

うぐいす鳴な

 くも

* * * * *

春日芳郊，

烟霞迢遥，

黯魂销。

莺啼残照里，

声声娇。



5　小野小町一首


哀あは

 れなり


夜半よは

 の捨すて

 子ご

 の


泣な

 きやむは


親おや

 に添そい

 寝ね

 の


夢ゆめ

 や見み

 るらむ

* * * * *

夜半弃婴泣，

声穷更可哀。

堪怜孤梦里，

犹卧母亲怀。


おののこまち
 （生卒年未详）　平安时代（794—1185）前期9世纪的著名女歌人，相传是“绝世美女”，其生涯极具传说性。



6　小野小町又一首


花はな

 の色いろ

 は

うつりにけりな

いたづらに

わが身世みよ

 にふる

ながめせしまに

* * * * *

窈窕美如花，

敢夸颜色好。

奈何淫雨摧，

花落女儿老。



7　小野小町再一首

いろはみえで

うつろうものは

よのなかの

ひとのこころの

はなにぞありける

* * * * *

朱颜不改，

年华暗换；

此花何处寻，

世人心底深深见。



8　在原业平一首


白玉しらたま

 か


何なに

 ぞと人ひと

 の


問と

 ひしとき


露つゆ

 と答こた

 へて


消き

 えなましものを

* * * * *

美人不识露，

问吾彼何物。

永恨答无期，

香消太急勿。


ありわらのなりひら
 （825—880）　贵为皇孙。平安时代（794—1185）的史书《日本三代实录》（901，汉文）称他“体态娴丽，放纵不拘，略无才觉，善作倭歌”。官任右近卫权中将、藏人头。被认为系平安时代的歌物语名著《伊势物语》的主人公原型。



9　在原业平又一首


世よ

 の中なか

 に

たえて桜さくら

 の

なかりせば


春はる

 の心こころ

 は

のどけからまし

* * * * *

若令人世间，

樱花罄绝永无见，

惜春心，

更闲晏。



10　大江千里一首


月つき

 見み

 れば


千々ちぢ

 に物もの

 こそ


悲かな

 しけれ

わが身み

 ひとつの


秋あき

 にあらねど

* * * * *

望明月，

心弄千千结。

悲切切。

叹金秋，

非吾一己物。


おおえのちさと
 （生卒年未详）　平安前期歌人。官任兵部大丞。古今集等敕撰和歌集共收录其作品二十五首。



11　喜撰法师一首


我わ

 が庵いお

 は


都みやこ

 の辰巳たつみ



しかぞすむ


世よ

 を宇う

 治ぢ

 山やま

 と


人ひと

 はいふ也なり



* * * * *

我家草庵，

结城东南，

世人称颂，

名宇治山。


きせんほうし
 （生卒年未详）　平安时代初期歌人。传世作品仅二首。



12　素性法师一首

ちはやぶる


神かみ

 代よ

 もきかず

たつた川がは



からくれないに


水みず

 くくるとは

* * * * *

自古几曾闻，

龙田川，

流水似染，

落红氤氲。


そせいほうし
 （？—约910）　平安时代前、中期歌人，僧侣。《古今和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品六十一首。



13　春道列树一首

としのはてによめる

きのふといひ

けふとくらして

あすか川がわ



ながれてはやき


月つき

 日ひ

 なりけり

* * * * *

岁末咏

昨日知何去，

今朝复至乎。

川流飞鸟水，

逝者若斯夫。


はるみちのつらき
 （？—920）　平安前期歌人。官任壹岐守。现传世作品共五首。



14　平贞文一首


水みず

 のあやを

おりたちて着き

 む

ぬきちらし


七夕たなばた

 つめに


衣ころも

 かす夜よ

 は

* * * * *

裁水纹，

剪水花，

缝作霓裳信姱。

旧衣抛满岸，

今宵借与她。


たいらのさだふん/ —さだふみ
 （872？—923）　官任左兵卫佐。《古今和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品二十六首。



15　纪贯之一首


人ひと

 はいさ


心こころ

 も知し

 らず


古里ふるさと

 は


花はな

 ぞ昔むかし

 の


香か

 ににほひける

* * * * *

人心不可知。

唯有故苑梅花，

馨香似旧时。


きのつらゆき
 （868—946）　宫廷歌人。官任土佐守、周防国司。《古今和歌集》主要编纂者之一，《土佐日记》的作者。



16　伊势一首


帰き

 雁がん

 をよめる


春はる

 霞がすみ



たつを見み

 すてて

ゆく雁かり

 は


花はな

 なき里さと

 に


住す

 みやならへる

* * * * *

咏归雁

归鸿顾自飞，

不屑春霞起，

莫是惯居，

萧瑟无花地。


いせ
 （约872—约938）　平安时代著名女歌人，《古今和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品一百七十六首。善描绘恋情，歌风热烈奔放。



17　曾祢好忠一首


由良ゆら

 の戸と

 を


渡わた

 る船人ふなびと




梶かぢ

 をたえ


行方ゆくへ

 も知し

 らぬ


恋こい

 の道みち

 かな

* * * * *

由良户，

轻舟渡，

舟子桨声绝，

知向何处？

茫茫情路。


そねのよしただ
 （生卒年未详）　平安时代中期歌人，官任丹后椽。《拾遗和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品八十九首。



18　和泉式部一首

あらざらむ

この世よ

 のほかの


思おも

 ひ出で

 に

いまひとたびの


逢あ

 ふこともがな

* * * * *

香魂欲断，

心事犹无限。

盼得再见郎君面，

携去别世记念。


いずみしきぶ
 （约978—？）　平安时代中期著名女歌人。多情多才，风流逸闻在那个尚甚奔放自由的时代，也算得上惊世骇俗，竟令紫式部也发出“和泉式部といふ人こそ、おもしろう書きかはしける。されど、和泉はけしからぬかたこそあれ
 ”（和泉式部其人文字甚佳，然人品不足道也）之叹。



19　和泉式部又一首


物もの

 おもへば


沢さわ

 の蛍ほたる

 も


我わ

 が身み

 より

あくがれいづる


魂たま

 かとぞみる

* * * * *

幽思正苦，

泽畔流萤舞。

疑似芳魂点点飞，

却离吾，

翩翩去。



20　和泉式部再一首


黒髪くろかみ

 の

みだれもしらず

うちふせば

まづかきやりし


人ひと

 ぞ恋こい

 しき

* * * * *

鬓云亸，

亦无那，

恹恹横斜卧。

谁理翠鬟为我？

思量画眉那个。



21　藤原义孝一首


君きみ

 がため


惜お

 しからざりし


命いのち

 さへ


長なが

 くもがなと


思おも

 ひけるかな

* * * * *

原不惜此命。

自见卿卿，

竟一意，

愿学长生。


ふじわらのよしたか
 （954—974）　平安中期的贵族歌人，官任右近卫少将。《拾遗和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品十二首。



22　藤原公任一首


滝たき

 の糸いと

 は


絶た

 えて久ひさ

 しく


成な

 りぬれど


名な

 こそ流なが

 れて


猶なほ

 聞き

 こえけれ

* * * * *

缕缕丝丝，

飞瀑水久绝。

时犹闻美名，

清声烈烈。


ふじわらのきんとう
 （966—1041）　平安中期的贵族歌人，官任权大纳言。《拾遗和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品八十八首。



23　赤染卫门一首

あすならば


忘わす

 らるる身み

 に

なりぬべし

けふをすぐさぬ

いのちともがな

* * * * *

料得明朝，

妾身为君弃忘九重霄。

宁愿香销魂断，

薄命不过今宵。


あかぞめえもん
 （约956—约1041）　与和泉式部、相模并称平安后期的优秀女歌人，歌风典雅端丽。被认为是编年体历史物语《荣华物语》正篇的作者。



24　紫式部一首

めぐり逢あ

 ひて


見み

 しやそれとも

わかぬ間ま

 に


雲隠くもがく

 れにし


夜半よは

 の月つき

 かな

* * * * *

幽欢佳会难期。

未及识得千娇面，

又是匆匆别离。

君似夜半月遽隐，

云遮雾迷。


むらさきしきぶ
 （生卒年未详）　平安中期女歌人。《源氏物语》的作者。



25　相模一首

さみだれの


空そら

 なつかしく


匂にお

 ふかな


花はな

 たちばなに


風かぜ

 や吹ふ

 くらん

* * * * *

五月雨潺潺，

花香漫天。

为因风吹过，

柑橘间。


さがみ
 （约998—约1061）　平安后期著名女歌人。现存传世作品一百零七首。



26　右近一首


忘わす

 らるる


身み

 をば思おも

 はず


誓ちか

 ひてし


人ひと

 の命いのち

 の


惜お

 しくもあるかな

* * * * *

既遭君忘弃，

此身何足惜。

唯惧山盟犹在，

怜玉郎，

命垂旦夕。


うこん
 （生卒年未详）　平安中期著名女歌人。此歌入选《小仓百人一首》，极写女子之痴情。



27　源重之一首


葦あし

 の葉は

 に

かくれてすみし


津つ

 の国くに

 の

こやもあらはに


冬ふゆ

 は来き

 にけり

* * * * *

摄津国，

苇叶掩吾庐。

冬风度，

草庵毕露，

苇叶枯疏。


みなもとのしげゆき
 （？—约1000）　平安中期贵族,歌人。官任筑前权守。《拾遗和歌集》等敕撰和歌集共收录其作品六十六首。



28　白河天皇一首


池水いけみづ

 に

こよひの月つき

 を

うつしもて


心こころ

 のままに

わが物もの

 と見み

 る

* * * * *

潢池清水，

映皓月明媚。

今宵独归吾，

一轮瑰玮。


しらかわてんのう
 （1053—1129）　20岁即位，33岁让位于8岁的儿子堀河天皇，垂帘听政，史称白河院上皇。此歌似可见皇者的霸气。



29　藤原俊成一首


世よ

 の中なか

 よ


道みち

 こそなけれ


思おも

 ひ入い

 る


山やま

 の奥おく

 にも


鹿しか

 ぞ鳴な

 くなる

* * * * *

身归何处？

世上无行路。

纵然遁迹山深处，

悲鹿犹鸣不住。


ふじわらのとしなり/ —しゅんぜい
 （1114—1204）　平安后期至镰仓前期的贵族，著名歌人，官任皇太后宫大夫。以敕撰《千载和歌集》撰者名世，君临歌坛。有歌集《长秋咏藻》传世。并撰有《古来风体抄》《万叶时代考》等理论著作，成为歌坛指导者。



30　西行法师一首


願ねが

 はくは


花はな

 の下もと

 にて


春はる

 死し

 なむ

そのきさらぎの


望月もちづき

 のころ

* * * * *

愿坐化，

春光嫣姹时，

一树樱花下。

涅槃月，

三五夜。


さいぎょうほうし
 （1118—1190）　镰仓时期的著名歌人，武士出身，后出家为僧。俗名佐藤义清，《词花集》等敕撰和歌集共收录其作品二百六十五首。有歌集《山家集》传世。



31　式子内亲王一首


玉たま

 の緒お

 よ


絶た

 えなば絶た

 えね

ながらへば


忍しの

 ぶことの


弱よわ

 りもぞする

* * * * *

芳魂一缕，

散便由他散去。

长命又何趣，

怕耐不住，

闲愁幽苦。


しょくしないしんのう
 （1149—1201）　式子一说当读作“のりこ
 ”。平安时代末期的皇女、歌人。现存传世作品多首。



32　慈镇和尚一首

わが恋こい

 は


松まつ

 を時雨しぐれ

 の


染そ

 めかねて


真葛まくず

 が原はら

 に


風騒かぜさわ

 ぐなり

* * * * *

叹情思，

不如时雨染松枝，

单只似，

真葛原上，

冷风嘶嘶。


じちんかしょう
 （1155—1225）　平安末期至镰仓前期天台宗僧人，法号慈圆，追谥慈镇和尚。著名歌人。有歌集《拾玉集》传世。



33　慈镇和尚又一首


樫かし

 の葉は

 の

もみぢぬからに

ちりつもる


奥おく

 野の

 の寺てら




道みち

 ぞかなしき

* * * * *

麻栎叶，

犹未红，

飘落奥野荒寺中，

小径悲意浓。



34　慈镇和尚再一首

けかさしと


於お

 もふ御法乃みのりの



ともすれは


世よ

 わたるはしと


成なる

 そかなしき

* * * * *

我意佛家法，

原为悔过开。

今成渡世术，

念此令人哀。



35　藤原定家一首


秋あき

 の月つき




川かわ

 音おと

 澄す

 みて

あかす夜よ

 に

をちかた人ひと

 の


誰たれ

 を問と

 ふらむ

* * * * *

秋月明，

河畔水音澄。

无眠一夜，

远来人，

叩访谁家翁。


ふじわらのていか
 （1162—1241）　镰仓初期的贵族、歌人，官任权中纳言。藤原俊成次子，子承父业，奉敕编纂《新古今和歌集》与《新敕撰和歌集》称霸歌坛。并著有《咏歌大概》等歌论著作，另有歌集《拾遗愚草》传世。秀歌词华集《小仓百人一首》的选编者。



36　藤原俊成女一首


恨うら

 みずや

うき世よ

 を花はな

 の

いとひつつ


誘さそ

 ふ風かぜ

 あらばと


思おも

 ひけるをば

* * * * *

何得教人不恨？

朵朵花花。

道是厌，红尘世界，

准拟东风一唤，

便思嫁与它。


ふじわらのとしなりのむすめ
 （约1171—约1254）　镰仓前期歌人。其父藤原成亲因策动针对实权派平氏的叛乱获罪，遂被外祖父藤原俊成收为养女。多首作品被收入《千载集》等敕撰和歌集，并有歌集《藤原俊成女家集》传世。



37　藤原为家一首


題だい

 しらず

おのづから

そめぬ木こ

 の葉は

 を


吹ふ

 きまぜて


色々いろいろ

 に行い

 く


木こ

 枯がら

 しの風かぜ



* * * * *

无题

无赖最是西风，

匆匆吹过芳丛。

将木叶，

染做百般色无穷。


ふじわらのためいえ
 （1198—1275）　镰仓中期的公卿、歌人，藤原定家之子，官任权大纳言。奉敕编纂《续后撰和歌集》。有歌论《咏歌一体》歌集《为家集》等传世。



38　道元禅师一首


春はる

 は花はな




夏なつ

 ほととぎす


秋あき

 は月つき




冬ふゆ

 雪ゆき

 冴さ

 えて


涼すず

 しかりけり

* * * * *

春花夏杜鹃，

秋夜月团圆。

冬雪晶莹澈，

清寒又一年。


どうげんぜんじ
 （1200—1253）　镰仓初期禅僧，日本曹洞宗开祖。1223—1228年间曾来南宋学佛，师从天童山景德寺如净禅师，获颁印可。著有《正法眼藏》等。



39　道元禅师又一首


水鳥みずとり

 の


行ゆ

 くも帰かえ

 るも


跡あと

 絶た

 えて

されども道みち

 は


忘わす

 れざりけり

* * * * *

水鸟去还回，

无痕兼绝迹。

岂曾忘道心，

来去踪不易。



40　北条时赖一首


心こころ

 こそ


心こころ

 迷まよ

 わす


心こころ

 なれ


心こころ

 に心こころ




心こころ

 許ゆる

 すな

* * * * *

孰令心迷惘，

所能唯此心。

寄言红尘客，

勿以心许心。


ほうじょうときより
 （1227—1263）　镰仓幕府第五代“执权”，30岁时在最明寺出家，号最明寺入道时赖。



41　恒良亲王一首

つくづくと


思おも

 ひくらして


入相いりあい

 の


鐘かね

 を聞き

 くにも


君きみ

 ぞ恋こい

 しき

* * * * *

情切切，

意深深。

闻钟又日暮，

更思君。


つねながしんのう
 （1324—1338）　后醍醐天皇的皇太子，南北朝皇位争夺战中的悲剧性人物。一度接受父皇禅让，以天皇名义发号施令，未几后醍醐天皇便再度践祚，日本史天皇系谱中不列其名。有人说此歌思的“君”，是其父皇。



42　正彻一首


夕暮ゆうぐれ

 は


心こころ

 の色いろ

 を


染そ

 めぞおく

つき果は

 つる鐘かね

 の


声こえ

 の匂にお

 ひに

* * * * *

暝色染吾心，

髤作晚钟声遒尽，

余音芳馨。


しょうてつ
 （1381—1459）　室町时代中期临济宗僧侣，现存和歌近两万首，是作品留存数最多的歌人。有歌集《草根集》、歌论《正彻物语》传世。



43　一休禅师一首


幼おさな

 子ご

 の


次し

 第だい

 しだいに


知恵ちえ

 づきて


仏ほとけ

 に遠とお

 く

なるぞ悲かな

 しき

* * * * *

日日稚儿长，

年年智慧生。

看看远佛性，

切切满悲情。


いっきゅうぜんじ
 （1394—1481）　临济宗禅僧、汉诗人，亦作歌。戒名宗纯，道号一休。有汉诗集《狂云集》等传世。



44　细川藤孝一首


風かぜ

 そよぐ


入いり

 江え

 の芦あし

 の

ほのぼのと


月つき

 になりゆく

うす霧きり

 の空そら



* * * * *

曲岸蒹葭舞，

婆娑伴晚风。

雾朦胧，

渐消融，

月明昊穹。


ほそかわふじたか
 （1534—1610）　号幽斋，不仅是所谓“古今传授”的“秘传歌道”唯一传人，还是骁勇善战的武将，先后效命于足利家族、织田信长、丰臣秀吉、德川家康等枭雄。深陷重围、命悬一线之际，因心惜“古今歌道”就此失传，当时的后阳成天皇曾下诏赦免其命。有歌集《众妙集》传世。



45　藤原惺窝一首


海かい

 棠どう



あかぬ夜よ

 の


春はる

 のともし火び



きゆる雨あめ

 に

ねぶれる花はな

 よ

ねぶらずを見み

 む

* * * * *

海棠

春宵何厌长。

雨打残灯花睡去，

吾不寐，

望红妆。


ふじわらせいか
 （1561—1619）　藤原定家后裔，战国至江户前期的大儒，奠定了江户265年儒学的基础。著有《寸铁录》等。并有《惺窝先生倭歌集》传世。此篇可见东坡“只恐夜深花睡去，故烧高烛照红妆”的影子，不失汉诗大家的本色。



46　木下长啸子一首


野の

 べ見み

 れば


尾お

 花ばな

 が末うれ

 に


打う

 ちなびく


夕ゆう

 日ひ

 もうすし

もずの一ひと

 こゑ

* * * * *

望阡陌，

柔荑花梢婀娜，

鶗鴂一声唤，

夕阳薄。


きのしたちょうしょうし
 （1569—1649）　安土桃山时代至江户前期的大名歌人。有歌集《长啸子集》传世。



47　松永贞德一首


初しょ

 春しゅん

 待たい

 花か




声こえ

 の綾あや



けさ織お

 りそめし


鶯うぐいす

 に

とはばやいつと


花はな

 の錦にしき

 を

* * * * *

初春待花

娇语声声艳，

今朝莺哢织窠绫。

试问弄韵者：

百花锦，

几时成。


まつながていとく
 （1571—1653）　江户前期的著名徘人、歌人。有《逍遥集》《贞德家集》等传世。



48　徳川光圀一首


月前懐旧げつぜんかいきゅう



もろともに


見み

 しその人ひと

 の


形かた

 見み

 ぞと


思おも

 へば思おも

 へば


月つき

 もなつかし

* * * * *

月前怀旧

月婵娟，

与汝旧同观。

牵情念物犹在，

思绵绵。


とくがわみつくに
 （1628—1700）　号常山人，别名水户黄门。德川家康之孙，水户藩第二代藩主。奖励儒学，设“彰考馆”编修《大日本史》。有汉文集《常山文集》、歌集《常山咏草》传世。此篇系怀念亡妻寻子之作。



49　良宽一首


飯いひ

 乞こ

 ふと

わが来こ

 しかども


春はる

 の野の

 に


菫すみれ

 つみつつ


時とき

 をへにけり

* * * * *

托钵化缘，

我来荻扉前。

春郊阡陌上，

撷芳芼堇久流连，

不觉光阴荏苒。


りょうかん
 （1758—1831）　江户后期的曹洞宗僧人、歌人，亦善汉诗、长书画。传世作品甚多，后人编辑成书的有《良宽全歌集》《良宽全诗集》等多种。



50　古歌一首


人ひと

 すまぬ


家いへ

 居ゐ

 を問と

 はば

こたふべき


心こころ

 のちるを

ちかひとはしれ

* * * * *

空屋无人住，

偏逢访客来。

欲答心自乱，

知是誓言哉。

作者不详。



51　咏者未详一首


心こころ

 ぞと

なに名な

 をつけて


思おも

 うらむ


一物いちもつ

 もなき


元もと

 の面めん

 目ぼく



* * * * *

何事以心名，

思之甚穷踧。

元来一物无，

方是真面目。
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